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平
成
２６
年
度
一
般
会
計
及
び
３
特

別
会
計
、
並
び
に
一
般
会
計
補
正
予

算
に
賛
成
の
立
場
で
意
見
を
述
べ
る
。

当
初
予
算
規
模
は
こ
れ
ま
で
で
最

大
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
の
歳
入

の
伸
び
に
、
財
源
構
造
の
大
幅
な
改

善
が
相
ま
っ
て
、
財
政
対
策
を
一
切

講
じ
な
い
堅
実
な
予
算
と
な
っ
た
。

本
予
算
は
、
待
機
児
童
対
策
や
防

災
力
の
向
上
、
新
庁
舎
、
副
都
心
の

再
生
に
重
点
を
お
い
て
創
意
・
工
夫

を
さ
れ
た
予
算
で
あ
り
、
「
安
全
・

安
心
創
造
都
市
」
を
着
実
に
実
現
す

る
予
算
と
し
て
評
価
す
る
。

款
別
の
意
見
と
し
て
は
、
総
務
費

で
は
、
新
庁
舎
移
転
の
円
滑
な
実
行
、

総
合
窓
口
の
万
全
な
準
備
で
の
ス
タ

ー
ト
、
引
き
続
き
、
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
を
望
む
町
会
や
商
店
街
へ
の
費
用

補
助
を
望
む
。
福
祉
費
で
は
、
私
立

認
可
保
育
園
誘
致
に
よ
る
定
員
増
の

目
標
実
現
、
地
域
と
連
携
し
た
認
知

症
の
方
々
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
望
む
。

清
掃
環
境
費
・
都
市
整
備
費
・
土
木

費
で
は
、
現
庁
舎
地
周
辺
ま
ち
づ
く

り
で
の
地
域
の
理
解
を
得
た
取
組
み
、

東
西
デ
ッ
キ
構
想
で
の
中
央
デ
ッ
キ

を
含
め
た
整
備
の
検
討
、
造
幣
局
跡

地
防
災
公
園
整
備
で
の
防
災
力
を
高

め
る
機
能
の
取
入
れ
を
望
む
。
文
化

商
工
費
・
教
育
費
で
は
、
外
国
人
向

け
観
光
案
内
の
充
実
、
区
立
中
学
校

へ
の
入
学
率
向
上
の
取
組
み
を
望
む
。

特
別
会
計
で
は
、
介
護
保
険
事
業

会
計
で
の
「
高
齢
者
元
気
あ
と
お
し

事
業
」
の
普
及
を
望
む
。

自
民
党
豊
島
区
議
団

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び

３
特
別
会
計
予
算
並
び
に
平
成
２６
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
可
決
に
賛

成
の
立
場
か
ら
意
見
開
陳
す
る
。

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

新
庁
舎
の
関
連
経
費
を
は
じ
め
、
福

祉
、
子
育
て
、
防
災
、
健
康
対
策
な

ど
「
安
全
・
安
心
創
造
都
市
」
の
実

現
に
向
け
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
待

き
っ
き
ん

機
児
童
対
策
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
つ

い
て
、
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
計

上
さ
れ
た
も
の
と
認
識
す
る
。

総
務
費
で
は
、
新
庁
舎
の
防
災
シ

ス
テ
ム
に
期
待
す
る
。
北
区
と
の
連

携
も
視
野
に
、
災
害
時
緊
急
ラ
ジ
オ

の
検
討
を
。
区
民
ひ
ろ
ば
で
の
カ
ラ

オ
ケ
は
福
祉
分
野
と
連
携
を
。
固
定

式
「
街
か
ど
消
火
栓
」
の
移
動
式
へ

の
兼
用
、
消
防
団
支
援
を
要
望
す
る
。

福
祉
費
で
は
、
保
育
園
待
機
児
童
対

策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
活
躍
に
期
待
。
臨
時
福
祉

給
付
金
等
の
周
知
徹
底
を
。
衛
生
費

で
は
、
胃
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
査

導
入
を
評
価
。
清
掃
環
境
費
で
は
、

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
片
づ
け
サ
ー
ビ

ス
等
を
視
野
に
対
策
を
。
都
市
整
備

費
で
は
、
住
宅
弱
者
の
入
居
支
援
を
。

土
木
費
で
は
私
道
排
水
助
成
の
拡
充

を
望
む
。
昨
夏
の
集
中
豪
雨
に
よ
る

水
害
に
対
し
、
緊
急
対
策
が
取
ら
れ

た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
文
化
商
工
費

で
は
、
現
存
す
る
ア
ト
リ
エ
村
の
保

存
を
望
む
。
教
育
費
で
は
、
富
士
見

台
小
学
校
の
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
認
証

に
期
待
す
る
。

公

明

党

一
般
会
計
な
ら
び
に
３
特
別
会
計

予
算
に
反
対
す
る
。

第
一
の
理
由
は
区
民
の
切
実
な
要

望
に
応
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

税
収
増
等
に
よ
る
過
去
最
大
の
予
算

規
模
で
あ
り
な
が
ら
、
削
減
し
た
福

祉
の
復
活
は
な
く
、
認
可
保
育
園
増

設
の
具
体
案
や
、
新
た
な
特
養
ホ
ー

ム
建
設
計
画
も
な
い
。
目
立
つ
の
は

基
金
へ
の
大
幅
積
み
増
し
で
あ
る
。

第
二
は
区
民
負
担
増
を
ま
ね
く
財

政
運
営
だ
か
ら
で
あ
る
。
現
庁
舎
地

等
を
民
間
に
定
期
借
地
し
て
得
る
新

庁
舎
建
設
の
資
金
計
画
は
悪
化
し
て

お
り
、
「
土
地
の
価
値
を
高
め
る
」

と
し
て
新
ホ
ー
ル
建
設
等
へ
莫
大
な

税
金
投
入
を
す
れ
ば
財
政
破
綻
を
ま

ね
く
。
消
費
税
増
税
で
景
気
は
冷
え

込
む
の
に
、
過
去
最
大
の
予
算
が
続

く
な
ど
見
通
し
が
甘
す
ぎ
る
。
今
後

は
老
朽
化
し
た
施
設
改
修
、
高
齢
化

や
子
育
て
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

池
袋
駅
東
西
デ
ッ
キ
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど

大
型
開
発
が
入
る
余
地
は
な
い
。

第
三
は
区
民
を
追
い
出
す
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

多
く
の
立
ち
退
き
を
強
制
す
る
特
定

整
備
路
線
を
進
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
破
壊
す
る
再
開
発
を
繰
り
返
そ
う

と
し
て
い
る
。
防
災
を
理
由
に
す
れ

ば
、
何
を
や
っ
て
も
い
い
と
い
う
も

の
で
は
な
い
。

保
険
料
を
大
幅
値
上
げ
す
る
国
民

健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
介

護
保
険
も
反
対
で
あ
る
。

日

本

共

産

党

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
予
算
、
３

特
別
会
計
予
算
及
び
一
般
会
計
補
正

予
算
に
、
賛
成
の
立
場
で
、
意
見
を

述
べ
る
。

２６
年
度
予
算
は
、
ス
リ
ム
な
行
財

政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
新
し
い
施
策

に
も
対
応
し
た
、
将
来
を
見
据
え
た

予
算
で
あ
る
。

以
下
個
別
に
述
べ
る
。
議
会
資
料

は
電
子
化
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

の
検
討
を
。
区
民
を
第
一
と
す
る
新

庁
舎
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
。
近
隣
区

と
の
連
携
を
含
め
た
総
合
的
な
防
災

対
策
の
充
実
を
。
待
機
児
童
対
策
緊

急
プ
ラ
ン
は
着
実
な
推
進
、
早
期
の

認
定
こ
ど
も
園
移
行
の
検
討
を
。
病

児
保
育
、
病
後
時
保
育
の
拡
充
を
。

ス
プ
レ
ー
缶
の
回
収
は
利
便
性
の
向

上
を
。
新
庚
申
塚
駐
車
場
整
備
は
地

域
の
声
を
反
映
し
た
施
設
整
備
を
。

豊
島
公
会
堂
の
貸
し
出
し
は
多
文
化

共
生
政
策
の
推
進
を
。
染
井
吉
野
発

祥
の
地
記
念
公
園
内
の
噴
水
問
題
の

早
急
な
改
修
を
。
歯
と
口
腔
の
健
康

に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

的
な
実
施
を
。
藍
染
授
業
の
さ
ら
な

る
充
実
を
。
竹
岡
健
康
学
園
閉
園
後

の
施
設
は
、
歳
入
に
つ
な
が
る
活
用

の
検
討
、
体
験
学
習
、
健
康
教
育
に

活
か
す
こ
と
を
要
望
。

基
金
の
運
用
は
、
期
間
を
調
整
し

金
額
を
ま
と
め
て
運
用
を
。

３
特
別
会
計
は
、
新
庁
舎
に
お
け

る
納
付
案
内
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、

各
特
別
会
計
の
情
報
を
共
有
し
て
効

率
的
な
収
納
対
策
を
。

自

治

み

ら

い

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ら

び
に
３
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
懸
念
さ
れ
る
点
が
あ
る
が

概
ね
良
と
し
て
賛
成
す
る
。

今
回
も
こ
れ
ま
で
同
様
行
政
の
ス

リ
ム
化
・
効
率
化
、
そ
し
て
区
民
の

方
々
の
利
益
を
主
眼
に
、
公
平
性
も

観
点
に
加
え
審
査
に
臨
ん
だ
。

以
下
３
点
懸
念
さ
れ
る
点
を
記
す
。

ま
ず
債
務
残
高
の
増
加
を
認
め
る
方

向
に
転
換
し
た
こ
と
。

次
に
現
庁
舎
跡
地
活
用
に
お
け
る

新
ホ
ー
ル
整
備
に
つ
い
て
。
１００
％
稼

働
し
て
も
使
用
料
収
入
で
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
賄
え
な
い
予
想
の
中
で
、

将
来
豊
島
区
の
お
荷
物
的
な
施
設
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
誰
が
責
任
を
取

る
の
か
？
区
と
し
て
東
京
芸
術
劇
場

を
も
っ
と
活
用
す
べ
き
。
少
な
く
と

も
回
収
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
初
期

投
資
額
５０
億
円
に
見
合
う
だ
け
の
具

体
的
な
経
済
効
果
・
メ
リ
ッ
ト
を
区

民
の
方
々
に
示
し
た
上
で
事
業
化
す

べ
き
。

さ
ら
に
新
庁
舎
保
留
床
購
入
経
費

の
取
扱
い
に
つ
い
て
。
１３０
億
円
余
が

来
年
度
中
の
補
正
予
算
対
応
と
な
っ

て
い
る
が
、
明
ら
か
に
外
部
に
支
出

す
る
金
額
な
の
だ
か
ら
当
初
予
算
で

対
応
す
べ
き
。
平
成
２５
年
度
決
算
の

剰
余
金
と
平
成
２６
年
度
予
算
の
積
立

金
が
基
金
に
手
当
て
さ
れ
る
ま
で
は
、

実
際
に
購
入
経
費
に
充
て
る
金
額
が

工
面
で
き
な
い
た
め
に
、
当
初
予
算

に
計
上
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
本
末

転
倒
で
あ
る
。

み
ん
な
・
無
所
属
刷
新
の
会

区
政
を
確
実
に
推
進
す
る
た
め
、

あ
え
て
区
政
の
い
く
つ
か
の
課
題
を

指
摘
す
る
。

最
初
に
、
現
庁
舎
跡
地
活
用
に
よ

る
庁
舎
建
設
資
金
の
見
通
し
が
不
透

明
で
あ
る
。
跡
地
活
用
策
に
よ
る
資

金
確
保
の
確
か
な
計
画
を
立
て
る
こ

と
が
必
要
。
新
ホ
ー
ル
の
問
題
点
の

更
な
る
検
討
を
進
め
、
リ
ス
ク
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
説
明
を
す
べ
き
。

第
２
に
、
行
政
改
革
で
あ
る
。
定

員
管
理
計
画
は
１
千
８００
人
体
制
を
掲

げ
て
い
る
が
、
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。

区
民
へ
の
約
束
で
も
あ
り
、
定
数
削

減
を
進
め
、
結
果
を
示
す
べ
き
。

第
３
に
、
民
営
化
へ
向
け
て
、
民

の
育
成
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー

の
進
出
が
期
待
さ
れ
る
が
、
区
の
政

策
が
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
か

不
透
明
で
あ
る
。
堅
実
に
事
業
を
提

供
し
て
い
け
る
法
人
を
誘
致
す
べ
き
。

第
４
に
、
教
育
に
つ
い
て
。
子
ど

も
の
生
き
る
力
・
多
様
性
を
培
う
基

盤
づ
く
り
の
施
策
が
見
え
な
い
。
子

ど
も
た
ち
の
特
徴
あ
る
能
力
を
育
む

た
め
に
も
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、
教
師
と

地
域
の
人
材
の
連
携
を
強
め
る
べ
き
。

３
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
事
務

の
効
率
化
・
経
費
の
節
減
、
さ
ら
に

窓
口
業
務
の
外
部
委
託
を
進
め
、
少

数
精
鋭
の
体
制
に
す
べ
き
。

以
上
、
今
後
に
更
な
る
期
待
を
込

め
て
、
平
成
２６
年
度
一
般
会
計
予
算
、

３
特
別
会
計
予
算
及
び
一
般
会
計
補

正
予
算
に
賛
成
す
る
。

生

活

の

党
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